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学校名 

 

香春町立香春思永館 

 

報告者 
宮末理紗子 

（連絡先 TEL：０９４７－３２－５０００ ） 

寄贈品 
・力学滑走台（エアートラック）ATR—230 

・デジタル三眼実体顕微鏡 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

・力学滑走台は、理科教員で確認し、来年度の授業で使用する。 

・デジタル三眼実体顕微鏡は、授業でメダカの卵からふ化するまでの様子を

一定期間置いて見せることができた。生徒は、興味をもって観察すること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請当初の 

目的達成状況 

２つとも演示でできるので、とてもありがたい。 

教育的効果につい

て所見等 

・等速直線運動で生徒に実験をさせたあとに、エアートラックの動

画を見せていた。これからは、動画ではなく演示でできる点が効

果的である。 

・デジタル三眼実体顕微鏡は小さな卵の観察がリアルに画面を通

して観察できる点が効果的である。 

  



活用状況の写真等（当日の様子など） 

・エアートラックのあつかい方を確認して今後活用できるようにした。 

 

・デジタル三眼実体顕微鏡は、理科室の廊下側（廊下から理科室の中がわかるところ）に置いて、

理科の授業がない日でも観察できるように、モニターにつないで見せていた。日々の卵の様子

が変化していく様子を生徒たちは興味をもって観察することができていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活用見通し・課題 

エアートラックは来年度の授業で活用する予定である。デジタル三眼実体顕微鏡は、今年度のよ

うに活用する予定である。 

 

 


